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　前号（12 月号）には、わたしの５年間の担任の経
験を書きました。当時のわたしは、クラスづくりのた
めに、ひとりひとりの生徒とわたしがつながることが
大切だと考えていました。特に、在日コリアンや部落
出身の生徒と社会科学研究部（以下、社研）や隣保館
の学習会などを通してしっかりとつながろうと思いま
した。そして、そうしたつながりをクラスの生徒たち
に結びつけることで、在日コリアンや部落出身生徒の
カミングアウトが可能となると考えていました。しか
し、２回目の卒業生を出したあと、そうした生徒たち
のカミングアウトを振り返った時、もしかしたらそれ
は自己満足に過ぎなかったんじゃないだろうかと考え
たのです。そこで、３度目の一年生の担任を持った時、
やり方を大きく変えました。
　まずは、クラスの生徒たちとわたしの距離を変える
ことにしました。例えば、文化祭の責任者から「Ａが
サボるねん」という相談があった時、それまでのわた
しであれば、自ら乗り出して、サボる生徒を連れてき
たりしていました。しかし、これではあくまでも「わ
たしとＡ」の関係にしかなりません。そこで責任者の
生徒に「Ａに注意できるのは誰やと思う？」と問いか
けることにしました。そして、例えばＢという生徒が
Ａに注意できることがわかれば、責任者の生徒に「Ｂ
に言ってもらい」とアドバイスすることにしました。
このようにして、生徒たちとわたしの距離をほんの少
し遠ざけて、生徒と生徒がつながるようにしました。
すると、あまりにも距離が近すぎて俯瞰できなかった
クラス全体を見渡すことができるようになりました。
ただし、あまりにも距離を遠ざけてしまうと、生徒た
ちからクラスのメンバーとして認めてもらうことがで
きません。そこで、学級通信を出すことを通して、教
室の中に「ネタ集め」に行くことにしました。このよ
うにして、「適度な放任と適度な介入のバランス」を
とろうと考えました。
　クラスづくりは、実はキャンプにおけるグループづ
くりととてもよく似てます。ただし、キャンプは数日

間という短期決戦であることに対し、クラスづくりは
１年から３年という長丁場であることが違いでしょう
か。しかし、クラスという集団が生徒たちを成長させ、
生徒たちの成長がクラスを成長させていくという点に
おいては、ほとんど変わりがないと思います。そこで、
担任として、キャンプにおけるカウンセラーの役割を
することにしたのです。
　もうひとつ、学校行事をキャンプにおけるプログラ
ムと考えました。すると、それぞれの行事にクラスづ
くりのための意図を持たせることができるようになり
ました。例えば、わたしの勤務校では遠足は年度当初
に配置されています。であるならば、遠足という行事
を中学校や旧クラスという古い人間関係から現在のク
ラスという新しい人間関係へのつくり替えを促すため
に使おうと思いました。遠足の行き先決めも、単に代
表が前に出て多数決で決めるというスタイルではなく、
班討論を経て決めるようにしました。もちろん文化祭
というビッグイベントも、クラスづくりのための「仕
掛け」と位置づけました。このように考えると、理不
尽な校則の代表例である「服装頭髪点検」すらイベン
トとしての性格を与えれば、クラスづくりに使えるこ
とがわかりました。
　このような「適度な放任と適度な介入」というスタ
ンスをとることで、生徒たちは自由に動けるようにな
ったようです。わたしの知らないところで対話を重ね、
それが部落出身生徒によるカミングアウトへとつなが
っていきました。また、そのカミングアウトがクラス
の生徒たちをより強く結びつけるものとなりました。
　交流会もまた、「わたしと参加者のつながり」では
なく「参加者同士のつながり」のためにあります。そ
ういう場におけるわたしの役割は、この時の経験によ
るところが大きいように思います。
　では、交流会が担わなければならないこと、交流会
だからできることとは何か。それを「社研」の生徒か
ら教えてもらった気がします。そこで、次号には「社
研」の活動から学んだことを書こうと思います。
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